
　

一
九
九
六
年
二
月
、
私
は
厳
冬
の
英
国

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
着
陸
し
た
。
コ
ー

チ
（
英
国
式
で
い
う
長
距
離
バ
ス
）
に
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
二
個
を
持
ち
込
み
、
車
中
で

爆
睡
す
る
こ
と
九
〇
分
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
郊
外
の
小
さ
な
町
ヘ
デ
ィ
ン
ト
ン
に

降
り
立
っ
た
。
日
没
前
の
夕
刻
で
あ
っ
た

が
、
バ
ス
停
の
周
囲
は
う
っ
す
ら
と
積
雪

し
、
時
折
雪
片
が
顔
に
降
り
る
。
話
に
聞

い
た
、
寒
く
薄
暗
い
英
国
の
晩
冬
が
、
そ

こ
に
あ
っ
た
。

　

今
で
も
あ
る
ピ
ッ
ク
ウ
ィ
ッ
ク
と
い
う

名
の
Ｂ
＆
Ｂ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
部
屋

の
水
道
水
で
沸
か
し
た
紅
茶
の
表
面
に
で

き
る
硬
水
特
有
の
被
膜
を
す
す
り
な
が
ら

荷
解
き
に
取
り
か
か
っ
た
瞬
間
、
部
屋
の

設
置
電
話
が
鳴
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
ア
ク
セ
ン
ト
の
聞
き
取
り
も
ま
ま
な
ら

な
い
私
に
、
Ｂ
＆
Ｂ
の
オ
ー
ナ
ー
の
夫
人

が
な
に
や
ら
「
あ
な
た
に
電
話
よ
」
ら

し
き
こ
と
を
口
走
り
、
そ
の
ま
ま
通
話

を
外
線
に
切
り
替
え
た
。
そ
の
刹
那
、

受
話
器
か
ら
「H

a H
aaa! It's Steve, 

Steve W
estaby. H

ow
 goes your 

struggle?

」
の
大
音
響
。
こ
れ
が
、
ス

テ
ィ
ー
ヴ
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
そ
の

日
か
ら
、
足
か
け
五
年
に
及
ぶ
ス
テ
ィ
ー

ヴ
の
下
で
の
修
業
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

本
書
は
、
英
国
人
心
臓
血
管
外
科
医
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ウ
ェ
ス
タ
ビ
ー
の
自
叙

伝
で
あ
る
。
彼
の
人
間
像
は
、
本
書
を
通

読
す
る
こ
と
で
容
易
に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

　

挑
戦
心
と
思
い
切
り
の
よ
さ
、
自
分

の
立
場
や
将
来
な
ど
を
一
切
顧
み
ず
に
、

黙
々
と
、
眼
前
に
救
い
の
手
を
求
め
現
れ

る
患
者
の
診
療
に
最
善
と
全
力
を
尽
く
す

若
き
外
科
医
。予
期
せ
ぬ
展
開
に
悲
し
み
、

落
胆
し
、
反
省
し
、
決
し
て
後
退
り
す
る

こ
と
な
く
、
よ
り
よ
き
外
科
医
を
目
指
し

て
邁
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
フ
ネ
ス
に

は
、
医
師
の
み
な
ら
ず
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
目
指
す
す
べ
て
の
職
業
人
に
向
け

た
指
標
が
透
視
で
き
る
。

　

彼
と
働
い
た
経
験
か
ら
、
あ
え
て
集
約

す
れ
ば
、〝
繊
細
と
直
截
〟、
こ
れ
が
彼
の

人
物
像
に
も
っ
と
も
近
い
表
現
で
あ
る
。

彼
は
生
粋
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。

当
然
、
交
渉
と
社
交
・
外
交
に
長
け
、
有

利
な
取
引
を
掌
中
に
置
く
。
す
べ
て
の
選

択
肢
は
交
渉
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
温
存
す

る
。
人
間
を
観
察
し
、
患
者
を
中
心
に
、

家
族
、
医
療
者
の
心
理
を
繊
細
に
と
ら
え

て
い
る
。
し
か
し
、
思
考
回
路
は
、
英
国

哲
人
ベ
ン
サ
ム
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

（
功
利
主
義
）
そ
の
も
の
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
合
理
的
で
明
晰
、
目
的
が
明
瞭
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
考
結
果
は
間

髪
入
れ
ず
、
直
截
に
実
行
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
単
な
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
と

取
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
と

功
利
主
義
の
権
化
で
あ
る
。
本
書
を
浅
読

み
す
る
と
、
懐
具
合
の
寂
し
い
国
で
人
工

心
臓
の
導
入
を
夢
見
る
夢
追
い
人
の
物
語

に
歪
曲
さ
れ
て
し
ま
う
。
目
前
の
患
者
に

人
工
心
臓
を
装
着
す
る
判
断
、そ
の
過
程
、

結
果
と
責
任
、
そ
の
叙
述
に
は
厳
し
く
繊

細
な
状
況
分
析
と
、
そ
の
一
例
の
救
済
が

事
実
と
な
り
未
来
の
最
大
多
数
の
救
済
に

貢
献
す
る
と
い
う
信
念
が
満
ち
て
い
る
。

　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
は
「
自
分
は
、Traum

a 
surgeon

（
救
急
外
傷
専
門
外
科
医
）

だ
っ
た
」
と
私
に
た
び
た
び
語
っ
た
。
ち

な
み
に
、
彼
の
現
在
の
妻
サ
ラ
は
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
が
活
躍
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン

ト
ト
ー
マ
ス
病
院
の
外
傷
外
来
の
看
護
師

長
で
あ
っ
た
。
外
傷
の
専
門
家
に
共
通
す

る
の
は
、
最
短
の
時
間
で
診
断
し
、
最
短

の
時
間
で
判
断
し
、
最
短
の
時
間
で
行
動

し
、
最
短
の
時
間
で
施
術
す
る
、
速
度
と

合
理
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
要
素

が
欠
落
し
て
も
、
外
傷
患
者
の
生
命
は
失

わ
れ
る
。
こ
の
〝
最
短
時
間
の
行
動
力
〟

が
、
彼
の
心
臓
外
科
の
手
術
場
に
は
充
満

し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
外
傷
手
術
に
長
け

て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
腹
部

外
傷
に
対
応
す
る
経
験
と
技
量
も
有
し
て

い
た
。「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
き
外
科
医
は
、

患
者
を
死
に
追
い
遣
る
」。
こ
れ
が
ス
テ

ィ
ー
ヴ
の
行
動
信
条
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

冒
頭
で
記
し
た
渡
英
初
日
の
夕
に
掛
か

っ
た
電
話
の
三
〇
分
後
に
、
私
が
泊
ま
る

Ｂ
＆
Ｂ
の
前
に
十
二
気
筒
の
ジ
ャ
ガ
ー
が

停
ま
っ
た
。
中
か
ら
、
見
覚
え
の
あ
る
恰

幅
の
い
い
紳
士
が
大
股
で
降
り
て
き
た
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
だ
っ
た
。「
今
晩
、
俺
の
家

に
飯
を
食
い
に
来
い
。
い
ま
か
ら
連
れ
て

い
く
か
ら
支
度
し
ろ
」。
こ
れ
ま
た
直
截

で
あ
っ
た
。

　

妻
の
サ
ラ
と
息
子
の
マ
ー
ク
、
そ
し
て

ス
テ
ィ
ー
ヴ
の
三
人
と
キ
ッ
チ
ン
の
食
卓

を
囲
み
、
そ
の
日
の
早
朝
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ

自
身
が
散
弾
銃
で
仕
留
め
た
鳩
が
供
さ
れ

た
。
緊
張
の
食
卓
の
の
ち
、
客
間
で
珈
琲

の
時
間
と
な
っ
た
。
突
然
ス
テ
ィ
ー
ヴ
は

私
に
「Katsu, D

on't m
ention the 

W
ar! H

a H
aaa!

」
と
笑
顔
で
話
し
か

け
た
。
私
の
脳
裏
は
「
あ
あ
、
第
二
次
大

戦
で
は
敵
国
で
あ
っ
た
よ
な
。
だ
が
、
今

日
か
ら
は
上
司
と
部
下
。戦
争
の
こ
と
は
、

も
は
や
口
に
す
る
ま
い
！　

と
の
融
和
策

か
い
な
？
」
と
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
っ

て
、
苦
笑
い
し
て
ご
ま
か
し
た
。

　

そ
れ
以
後
、
帰
国
ま
で
の
四
年
間
、
ほ

ぼ
毎
日
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
ス
テ
ィ
ー

ヴ
の
「Katsu, D

on't m
ention the 

W
ar!

」
は
続
く
こ
と
と
な
る
。
私
も
、

上
司
と
の
単
な
る
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク
の

合
言
葉
と
し
て
「O

h! Steve, D
on't 

m
ention the W

ar!

」
と
返
す
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。渡
英
数
カ
月
後
の
あ
る
日
、

秘
書
ア
ン
ジ
ェ
ラ
か
ら
、
気
づ
か
ぬ
事
実

を
聞
か
さ
れ
た
。
全
英
で
爆
発
的
な
人
気

コ
メ
デ
ィ
ー
番
組
で
、
ド
イ
ツ
人
の
来
客

に
ぜ
ひ
滞
在
し
て
も
ら
い
た
い
英
国
人
亭

主
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
「
頼
む
か
ら
戦
争
の

話
題
は
出
す
な
！
」
と
言
い
含
め
る
定
番

場
面
の
定
番
ギ
ャ
グ
な
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
以
後
、
ぜ
ひ
い
て
欲
し
い
御
仁
に
対

し
て
、
ジ
ョ
ー
ク
の
好
き
な
英
国
人
は
英

国
人
に
対
し
て
も
「D

on't

～
」
を
発
す

る
そ
う
な
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
は
た
と
気

づ
き
、
私
か
ら
も
「N

ever m
ention 

the W
ar!

」
と
遠
慮
な
く
返
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
今
日
ま
で
つ
づ
く
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
私
の
合
言
葉
と
な
っ
た
。

（
か
つ
ま
た
・
た
か
ひ
ろ　

大
阪
医
科
大

学
胸
部
外
科
学
教
室　

教
授
）

＊ 
上
に
ご
紹
介
す
る
『
鼓
動
が
止
ま
る
と

き
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
「
監
修
者
解

説
」
よ
り
抜
粋
・
再
構
成
し
ま
し
た
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勝
間
田
敬
弘

カリスマ外科医の
自伝的エッセイ

スティーヴン・ウェスタビー

《鼓動が止まるとき 1 万 2000 回、

心臓を救うことをあきらめなかった外科医》
小田嶋由美子訳　勝間田敬弘監修

「
心
臓
手
術
に
は
例
外
な
く
リ
ス
ク
が
あ

る
。
執
刀
す
る
私
た
ち
医
者
は
、
振
り
返

ら
な
い
。
私
た
ち
は
次
へ
と
進
む
。
い
つ

だ
っ
て
、
結
果
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る

と
期
待
す
る
。
そ
し
て
、
決
し
て
そ
れ
を

疑
っ
て
は
な
ら
な
い
」

　

私
た
ち
の
心
臓
は
一
年
間
で
三
一
〇
〇

万
回
、
八
〇
年
生
き
た
と
す
れ
ば
、
二
五

億
回
の
拍
動
を
つ
づ
け
る
。
毎
日
全
身
に

は
、
六
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
血
液
が

送
り
出
さ
れ
る
。
こ
の
途
方
も
な
い
偉
業

を
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て
機
械
に
や
ら
せ

た
り
、
他
人
の
心
臓
で
代
用
で
き
る
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

ウ
ェ
ス
タ
ビ
ー
は
、
そ
の
生
命
の
鼓
動

を
刻
む
臓
器
の
手
術
に
挑
み
つ
づ
け
る
。

心
臓
が
右
側
に
あ
る
男
の
子
、
五
度
も
同

じ
心
臓
疾
患
に
冒
さ
れ
た
女
性
、
人
工
心

―
―
英
国
人
外
科
医
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ウ
ェ
ス
タ
ビ
ー
の
肖
像

2010年スイス・ジュネーヴ
にて　ウェスタビーと筆者

臓
に
よ
っ
て
七
年
も
の
「
追
加
さ
れ
た
人

生
」
を
生
き
た
医
師
。
ひ
と
つ
と
し
て
同

じ
心
臓
な
ど
な
く
、
ど
の
患
者
に
も
手
術

台
の
上
で
胸
を
切
り
開
か
れ
る
ま
で
の
人

生
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ス
タ
ビ
ー
が
あ
き
ら

め
る
こ
と
は
、
い
つ
で
も
目
の
前
の
患
者

の
人
生
の
終
わ
り
を
意
味
し
た
。

　

心
臓
が
動
か
な
く
な
る
よ
り
不
幸
な
こ

と
は
、
人
生
に
は
訪
れ
な
い
。
も
し
そ
れ

ま
で
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
苦
し
み
に
満
ち

て
い
た
と
し
て
も
。
そ
し
て
も
し
そ
れ
か

ら
の
人
生
が
、
他
人
の
心
臓
や
機
械
の
心

臓
と
と
も
に
生
き
る
、
戦
い
の
日
々
だ
っ

た
と
し
て
も
―
―
。

▽
著
者
紹
介　

世
界
的
に
有
名
な
心
臓
外

科
医
に
し
て
、
植
え
込
み
型
人
工
心
臓
手

術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
三
五
年
の
キ
ャ
リ
ア

の
間
、
外
科
医
と
し
て
い
く
つ
も
の
英
国

最
高
峰
の
病
院
で
働
き
、
一
万
二
〇
〇
〇

回
以
上
の
心
臓
手
術
を
行
っ
た
。
二
〇

〇
四
年
、The Ray C. Fish Aw

ard 
for Scientific Achievem

ent
受
賞
。

同
年
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
“Your Life in Their H

ands
”で

取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。

［
医
療
読
み
物
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
］

（
四
六
判
・
336
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）



　

英
米
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

り
、
中
、
仏
、
伊
、
独
、
葡
、
羅

な
ど
の
各
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て

い
る
話
題
作
の
待
望
の
邦
訳
。

　

進
化
は
「
ま
っ
た
く
違
う
経
路

で
心
を
少
な
く
と
も
二
度
、
つ
く

っ
た
」。
一
つ
は
ヒ
ト
や
鳥
類
を

含
む
脊
索
動
物
、
も
う
一
つ
が
タ

コ
や
イ
カ
を
含
む
頭
足
類
だ
。
哲

学
者
で
あ
り
練
達
の
ダ
イ
バ
ー
で

も
あ
る
著
者
に
よ
れ
ば
、「
頭
足

類
と
出
会
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
私

た
ち
に
と
っ
て
、
地
球
外
の
知
的

生
命
体
に
出
会
う
の
に
最
も
近
い

体
験
」。
人
間
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
心
／
内
面
／
知
性
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
を
、彼
ら
は
も
っ
て
い
る
。

本
書
は
頭
足
類
の
心
と
私
た
ち
の

心
の
本
性
を
合
わ
せ
鏡
で
覗
き
込

む
本
で
あ
る
。

　

海
で
生
ま
れ
た
単
細
胞
生
物
か

ら
、
現
生
の
頭
足
類
へ
の
進
化
を

一
歩
ず
つ
た
ど
れ
ば
、
そ
こ
に
は

神
経
系
の
発
達
や
、
感
覚
と
行
動

の
ル
ー
プ
の
起
源
、「
主
観
的
経

験
」
の
起
源
が
あ
り
、
そ
れ
は
主

体
的
に
感
じ
る
能
力
や
意
識
の
出

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
タ
コ

に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
気
分
か
」
と

い
う
問
題
の
中
に
は
、
心
と
は
何

か
、
そ
れ
は
物
理
的
な
身
体
と
ど

う
関
係
す
る
の
か
を
解
き
明
か
す

手
が
か
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

知
能
の
高
さ
ゆ
え
の
茶
目
っ
気

た
っ
ぷ
り
の
行
動
や
、
急
速
な
老

化
と
死
の
謎
な
ど
、
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
頭
足
類
の
生
態
は
フ
ァ
ン
タ

ス
テ
ィ
ッ
ク
。
お
ま
け
に
著
者
が

観
察
し
て
い
る「
オ
ク
ト
ポ
リ
ス
」

（
タ
コ
が
集
住
す
る
場
所
）
で
は
、

タ
コ
た
ち
が
社
会
性
の
片
鱗
を
示

し
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
。
味
わ

い
深
く
、
驚
き
に
満
ち
た
一
冊
。

［
生
物
哲
学
・
生
物
学
］

（
四
六
判
・
320
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）

（２）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2018 年（平成 30 年）12 月15日 第 71 号

オ
ー
ウ
ェ
ン　

植
物
状
態
の
患
者
の
二
割
近
く
は
意

識
が
あ
る
！　

意
識
と
は
何
か
、
生
と
は
何
か
を
問

う
神
経
科
学
の
挑
戦
。
柴
田
裕
之
訳
　
二
八
〇
〇
円

「
今
に
し
て
戦
争
と
平
和
」「「
踏
み
越
え
」
に
つ
い

て
」「
身
体
の
多
重
性
」「
生
活
空
間
と
精
神
健
康
」

「
甲
南
裏
山
物
語
」
な
ど
28
編
所
収
。
三
六
〇
〇
円

ロ
ー
ゼ
ン　

世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
＝
西
洋
音
楽
史
と

文
学
に
詳
し
い
理
論
家
が
、
経
験
と
知
恵
を
結
集
し

た
痛
快
な
エ
ッ
セ
イ
。
朝
倉
和
子
訳
　
三
五
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
２

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

寺
西
・
石
田
・
山
下
編
著　

日
本
の
国
土
と
な
り
わ
い

が
危
な
い
。ト
ラ
ン
プ
時
代
に
抗
す
る
地
域
・
食
・
農

業
政
策
と
ア
ジ
ア
環
境
共
同
体
構
想
。
三
五
〇
〇
円

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
初
め
て
描
き
、
世
界
を
震
撼
さ
せ

た
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
『
夜
と
霧
』
の
物
語
。
フ
ァ
ン
・

デ
ル
・
ク
ナ
ー
プ
編
庭
田
よ
う
子
訳
四
六
〇
〇
円

ピ
ケ
テ
ィ
他
編
『
21
世
紀
の
資
本
』
を
生
ん
だ
デ
ー

タ
べ
ー
ス
を
基
に
、
最
新
動
向
を
全
世
界
の
研
究
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
分
析
。
徳
永
他
訳
　
七
五
〇
〇
円

エ
ク
ラ
ン
ド　

予
測
可
能
な
宇
宙
か
ら
計
算
不
可
能

な
宇
宙
へ
、
計
算
か
ら
幾
何
へ
。
時
を
追
い
求
め
た

数
学
を
語
る
珠
玉
作
。
南
條
郁
子
訳
　
二
八
〇
〇
円

心
理
療
法
の
実
践

ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン　

米
の
法
制
度
が
ナ
チ
の
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
法
を
生
ん
だ
。「
純
血
の
追
求
」
と
い
う
共
通

す
る
動
機
を
分
析
す
る
。西
川
美
樹
訳
三
八
〇
〇
円

ユ
ン
グ　

他
者
の
心
に
近
づ
い
た
と
き
、
近
づ
い
た

者
の
心
に
は
何
が
起
き
る
の
か
。「
医
学
と
心
理
療

法
」
他
九
編
。
横
山
監
訳
　
大
塚
訳
　
三
四
〇
〇
円

辛
島
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド　

世
界
へ
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

ま
で
の
道
程
を
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
元
に

た
ど
る
異
色
の
文
芸
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。
三
二
〇
〇
円

映
画『
夜
と
霧
』と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

世
界
各
国
の
受
容
物
語

内
田
博
文　

厳
罰
化
が
進
む
中
、
非
行
少
年
が
や
り

直
す
た
め
に
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
が
連
携
す
る
道
。

「
人
間
の
尊
厳
」
に
基
づ
く
刑
法
学
。
四
四
〇
〇
円

坂
口
恭
平　

異
才
マ
ル
チ
ア
ー
チ
ス
ト
が
、
崩
壊
す

る
世
界
を
さ
ま
よ
う
心
身
の
記
録
に
挑
む
。
歌
の
よ

う
な
絵
の
よ
う
な
書
き
下
ろ
し
長
編
。
三
四
〇
〇
円

チ
ョ
ン
・
ス
チ
ャ
ン　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
く
町
で

押
し
潰
さ
れ
る
脱
北
者
。
韓
国
社
会
を
生
き
る
哀
し

み
が
た
ぎ
る
小
説
。
斎
藤
真
理
子
訳
　
三
〇
〇
〇
円

タコになったらどんな気分か？
ピーター・ゴドフリー = スミス

《タコの心身問題　頭足類から考える意識の起源》
夏目 大訳

「
す
ば
ら
し
い
本
だ
。
多
数
の
驚

く
べ
き
洞
察
と
魅
力
的
な
図
版

が
、
あ
る
種
、
複
雑
で
審
美
的
な

体
験
を
与
え
て
く
れ
る
」
ダ
ニ
エ

ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン
（
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
名
誉
教
授
）。

「
ト
ド
ロ
フ
の
研
究
は
、
ぱ
っ
と

見
に
は
楽
し
く
て
、
す
こ
し
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
だ
が
、
も
っ
と
深
い
含

意
を
も
っ
て
い
る
―
―
わ
れ
わ
れ

の
意
思
決
定
と
行
動
の
多
く
は
無

意
識
の
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。
ヒ

ト
は
せ
い
ぜ
い
眉
毛
や
顔
の
形
に

影
響
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
、
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
、
恐
ろ

し
く
、
同
時
に
、
楽
し
い
本
」
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ン
（
ト
ー
キ
ン

グ
・
ヘ
ッ
ズ
）

　

選
挙
の
結
果
は
候
補
者
の
顔
で

予
測
で
き
る
。
赤
ち
ゃ
ん
は
す
で

に
《
信
頼
で
き
る
顔
》
を
知
っ
て

羞
恥

H
aruki M

urakam
i

を
読
ん
で
い
る

と
き
に
我
々
が
読
ん
で
い
る
者
た
ち

生
存
す
る
意
識

木
庭
顕
民
事
法
こ
そ
は
法
の
コ
ア
。
個
人
の
自
由

を
ゆ
る
が
ぬ
基
礎
と
し
て
ロ
ー
マ
法
の
碩
学
が
現
代

日
本
の
経
済
・
社
会
を
根
底
か
ら
問
う
。七
八
〇
〇
円

ヒ
ト
ラ
ー
の
モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ

だ
っ
た
　
法
シ
ス
テ
ム
に
よ
る「
純
血
の
追
求
」

　

急
速
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
む
中
国
で
最
大
シ
ェ
ア
を
も
つ

決
済
サ
ー
ビ
ス
「
ア
リ
ペ
イ
」（
支

付
宝
）
を
運
営
す
る
ア
ン
ト
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
は
、ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー

率
い
る
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
の
金

融
関
連
会
社
で
あ
る
。
ア
リ
ペ
イ

の
使
用
シ
ー
ン
の
豊
富
さ
や
信
用

ス
コ
ア
リ
ン
グ
は
日
本
で
も
大
き

な
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
そ
の

主
眼
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
ま
だ
充

分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
最

も
重
視
す
る
の
は
零
細
企
業
や
農

村
、
一
般
消
費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

だ
。
信
用
情
報
が
な
く
銀
行
か
ら

の
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
零
細
企

業
や
一
般
消
費
者
に
は
、
有
効
な

信
用
情
報
を
蓄
積
す
る
術
を
生
み

出
し
、
適
正
に
与
信
判
断
を
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
融

資
を
実
現
し
た
。
貸
付
リ
ス
ク
の

高
さ
か
ら
銀
行
に
見
放
さ
れ
て
き

た
農
村
部
で
も
、
実
情
に
即
し
て

金
融
ニ
ー
ズ
を
腑
分
け
し
、
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
し
て
、
都
市
部
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と

し
て
い
る
。こ
の
企
業
の
本
質
は
、

取
引
に
お
け
る「
信
用
」の
問
題
を

技
術
で
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
全

貌
を
解
き
明
か
す
は
じ
め
て
の

本
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
最
前
線
を

知
り
、
中
国
の
現
在
を
知
る
た
め

の
必
読
書
。［
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・

金
融
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
400
頁
・
予
三
〇
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2018
・
８
～
11
）

予
測
不
可
能
性
、
あ
る
い
は
計
算
の

魔
　
あ
る
い
は
、
時
の
形
象
を
め
ぐ
る
瞑
想

法
に
触
れ
た
少
年
の

未
来
の
た
め
に

世界 No. 1
フィンテック企業をひもとく

廉薇・辺慧・蘇向輝・曹鵬程

《アントフィナンシャル
1 匹のアリがつくる新たな金融エコシステム》

永井麻生子訳

世
界
不
平
等
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
８

ピ
ア
ノ
・
ノ
ー
ト

農
家
が
消
え
る

自
然
資
源
経
済
論
か
ら
の
提
言

現
代
日
本
法
へ
の
カ
タ
バ
シ
ス

新
版

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
　
歴
史
と
文
学
の
あ
い
だ

梁
鴻　

荒
廃
す
る
農
村
の
苦
悩
を
描
き
大
き
な
感
情

の
う
ね
り
を
呼
ん
だ
、
人
民
文
学
賞
受
賞
の
傑
作
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
。
鈴
木
他
訳
　
三
六
〇
〇
円

モ
レ
ッ
テ
ィ
「
世
界
文
学
」
の
旗
手
が
描
く
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
の
歴
史
記
述
。
人
文
学
の

創
造
的
破
壊
の
試
み
。
田
中
裕
介
訳
　
四
八
〇
〇
円

中
国
は
こ
こ
に
あ
る

人
種
主
義
の
歴
史

ア
フ
ロ
ン　

そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
社
会
、
政
治
、

人
々
の
意
識
と
呼
応
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

刻
む
130
年
の
ド
ラ
マ
。
佐
藤
宏
子
訳
　
八
四
〇
〇
円

　

一
九
三
三
年
早
春
、
ソ
連
の
秘

密
警
察
は
モ
ス
ク
ワ
や
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
な
ど
大
都
市
を
「
浄
化
」

す
る
た
め
に
、
約
十
万
人
の
富
農

や
「
社
会
的
有
害
分
子
」
を
一
斉

逮
捕
、
シ
ベ
リ
ア
に
移
送
し
た
。

多
く
が
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た

が
、
約
一
万
人
は
オ
ビ
川
の
荒
涼

と
し
た
ナ
ジ
ノ
島
に
、
食
糧
も
家

も
な
く
遺
棄
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
連
史
の
専
門
家

ヴ
ェ
ル
ト
は
発
掘
し
た
新
資
料
を

も
と
に
、
彼
ら
を
待
ち
受
け
た
過

酷
な
運
命
と
最
後
の
日
々
を
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

「
事
件
」
を
一
九
三
〇
年
代
の
政

治
的
・
社
会
的
文
脈
の
な
か
に
位

置
づ
け
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
の

も
と
で
ナ
ジ
ノ
島
の
よ
う
な
「
特

別
村
」
は
何
を
意
味
し
た
か
。
十

万
人
と
い
う
市
民
を
運
ぶ
大
規
模

な
移
送
計
画
の
実
態
は
？　

こ
の

「
壮
大
な
計
画
」は
中
央
、各
地
域
、

現
場
で
ど
う
機
能
し
た
か
。
そ
の

全
体
像
が
本
書
で
は
じ
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
著
者
は
問
う
―
―

こ
れ
は
は
た
し
て
過
去
の
特
殊
な

物
語
だ
ろ
う
か
？
［
ソ
連
・
ス
タ

ー
リ
ン
体
制
］【
二
月
刊
】

（
四
六
判
224
頁
・
予
三
五
〇
〇
円
）

イ
ギ
リ
ス
女
性
運
動
史

ス
ト
レ
イ
チ
ー　

平
等
社
会
を
目
指
し
参
政
権
獲
得

に
至
る
一
三
〇
年
の
軌
跡
を
、
人
物
群
像
と
と
も
に

活
写
し
た
古
典
。
栗
栖
・
出
淵
監
訳
　
九
五
〇
〇
円

翻
訳
学
入
門

マ
ン
デ
イ　

翻
訳
理
論
を
明
快
に
解
説
、
世
界
中
の

翻
訳
コ
ー
ス
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
教

科
書
。新
装
３
刷
。鳥
飼
玖
美
子
監
訳
五
四
〇
〇
円

　

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
一
九
六

一
年
に
急
逝
す
る
直
前
ま
で
書
か

れ
て
い
た
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
講
義
の
た
め
の
草
稿
は
じ

め
、
遺
稿
と
し
て
発
見
さ
れ
た
当

時
の
講
義
草
稿
を
復
元
・
編
集
し

て
一
書
と
な
す
も
の
で
、『
見
え
る

も
の
と
見
え
な
い
も
の
』「
研
究

ノ
ー
ト
」
と
と
も
に
、
哲
学
者
の

晩
年
の
思
索
を
理
解
す
る
大
き
な

手
が
か
り
と
な
る
待
望
の
書
で
あ

る
。ハ
イ
デ
ガ
ー
読
解
を
中
心
に
、

フ
ッ
サ
ー
ル
、
デ
カ
ル
ト
、
ヘ
ー

ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
さ
ら
に
パ
ウ

ル
・
ク
レ
ー
や
プ
ル
ー
ス
ト
な
ど

を
読
み
込
み
、
非
‐
哲
学
、
肉
の

存
在
論
な
ど
の
構
想
が
多
層
で
論

じ
ら
れ
る
。
ク
ロ
ー
ド
・
ル
フ
ォ

ー
ル
序
。［
哲
学
］【
一
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
552
頁
・
予
七
八
〇
〇
円
）

　

ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
進
め
る
反
ユ

ダ
ヤ
政
策
を
逃
れ
て
自
由
の
国
に

入
国
し
よ
う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
移

民
に
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
対
応
し

た
か
。
彼
ら
を
救
う
は
ず
の
ア
メ

リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
は
、
同
胞

の
運
命
に
い
か
に
向
き
合
っ
た
の

か
。
そ
の
真
実
の
諸
相
を
、
難
民

救
済
の
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
ア
メ
リ

カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
合
同
配
分
委
員
会
、

特
に
そ
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

世
界
各
地
を
遍
歴
し
た
ロ
ー
ラ
・

マ
ー
ゴ
リ
ス
の
活
動
を
軸
に
初
め

て
明
か
す
実
証
研
究=

物
語
。

　

な
ぜ
国
際
社
会
は
絶
望
的
状
況

に
陥
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
積
極

的
な
支
援
の
手
を
差
し
の
べ
よ
う

と
せ
ず
、
ま
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

［
新
装
版
］

［
新
装
版
］

［
新
装
版
］

丸
山
直
起《
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ア
メ
リ
カ

ユ
ダ
ヤ
人
組
織
の
支
援
活
動
と
政
府
の
難
民
政
策

》

難
民
を
救
え

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場

歴
史
と
政
治
が
つ
く
る
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

実
践
感
覚
［
全
２
巻
］

［
新
装
版
］

ブ
ル
デ
ュ　

構
造
主
義
と
現
象
学
を
超
え
て
、
慣
習

的
行
動
＝
実
践
を
解
く
壮
大
な
理
論
。
社
会
学
の
根

本
課
題
に
挑
む
。
今
村
仁
司
他
訳
　
各
三
八
〇
〇
円

フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
「
人
種
の
境

界
」
を
無
化
す
る
の
か
。
差
異
を
合
理
化
し
て
き
た

差
別
と
排
除
の
世
界
史
。
李
孝
徳
訳
三
六
〇
〇
円

Ｗ
・
マ
ッ
カ
ス
キ
ル

千
葉
敏
生
訳

《〈
効
果
的
な
利
他
主
義
〉
宣
言
！

慈
善
活
動
へ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

》

新
世
代
の
社
会
貢
献
学

「
効
果
的
な
利
他
主
義
は
、
自
己

満
足
や
売
名
の
た
め
で
は
な
く
、

本
当
の
意
味
で
人
々
の
役
に
立
つ

た
め
の
活
動
で
あ
り
、
21
世
紀
最

高
の
発
明
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ

う
。
こ
の
刺
激
的
な
新
し
い
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
た
い
な

ら
、本
書
を
読
む
し
か
な
い
」
Ｓ
・

ピ
ン
カ
ー
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教

授
）。「
効
果
的
な
利
他
主
義
の
も

っ
と
も
面
白
い
部
分
は
、
私
が
本

書
で
提
供
し
て
い
る
提
言
そ
の
も

の
で
は
な
く
て
、「
ど
う
す
れ
ば

で
き
る
か
ぎ
り
の
よ
い
こ
と
が
で

き
る
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
探
る

た
め
の
方
法
論
だ
。
…
よ
い
こ
と

を
完
璧
に
行
な
う
こ
と
は
ム
リ
で

も
、
も
っ
と
効
果
的
に
行
な
お
う

と
努
力
す
る
こ
と
な
ら
、
い
つ
だ

っ
て
で
き
る
の
だ
」（
あ
と
が
き
）。

ニ
コ
ラ
・
ヴ
ェ
ル
ト

根
岸
隆
夫
訳

《
共
食
い
の
島

ス
タ
ー
リ
ン
の
知
ら
れ
ざ
る
グ
ラ
ー
グ

》

シ
ベ
リ
ア
は
ソ
連
の「
ゴ
ミ
捨
て
場
」だ
っ
た

世
界
を
よ
り
よ
い
場
所
に
す
る

最
善
の
方
法
は
？　

エ
ヴ
ィ
デ
ン

ス
・
ベ
ー
ス
の
新
潮
流
。［
社
会
］

（
四
六
判
・
280
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）

Ｍ
・
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ

松
葉
祥
一
他
訳

哲
学
者
最
晩
年
の
思
索

　

量
子
力
学
の
世
界
で
は
因
果
律

は
成
り
立
た
な
い
の
か
。『
シ
ン

ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
を
書
き
上

げ
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学
を
確
立

し
た
著
者
が
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

に
追
わ
れ
亡
命
先
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
一
九
三
六
年
に
執
筆
し
た
本

書
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
生
涯
の

哲
学
的
問
題
意
識
の
す
べ
て
の
要

素
の
結
接
点
に
位
置
す
る
。
一
九

九
四
年
に
山
本
訳
で
学
術
書
房
か

ら
刊
行
さ
れ
た
旧
訳
書
に
、今
回
、

原
書
初
版
に
基
づ
き
本
文
・
解
説

と
も
大
幅
に
書
き
改
め
、
英
訳
版

の
序
文
も
加
え
た
、
改
訳
新
版
。

量
子
力
学
的
世
界
の
哲
学
的
基
礎

付
け
を
試
み
、
科
学
と
哲
学
を
架

橋
し
た
画
期
的
著
作
。

［
科
学
史
・
哲
学
］【
一
月
中
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
376
頁
・
予
六
〇
〇
〇
円
）

Ｅ
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

山
本
義
隆
訳

《
現
代
物
理
学
に
お
け
る

決
定
論
と
非
決
定
論
改
訳
新
版

》

量
子
力
学
的
世
界
の
哲
学
的
基
礎
づ
け

植
物
状
態
の
患
者
と

対
話
す
る

建
設
現
場

［
新
装
版
］

憲
法
論

［
新
装
版
］

シ
ュ
ミ
ッ
ト　

近
代
市
民
的
法
治
国
憲
法
の
発
展
を

思
想
史
的
・
社
会
学
的
に
考
察
し
つ
つ
、
そ
の
基
本

構
造
を
鋭
く
分
析
。
阿
部
・
村
上
訳
　
六
八
〇
〇
円

《
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
講
義
草
稿

1959‒1961

》

［
全
11
巻
］

Ａ
・
ト
ド
ロ
フ

中
里
京
子
訳

作
田
由
衣
子
監
修

「
人
は
見
た
目
が
９
割
」
の
真
実

《
第
一
印
象
の
科
学

な
ぜ
ヒ
ト
は
顔
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
？

》
い
る
。
人
は
自
分
の
民
族
に
似
た

者
を
信
用
す
る
。「
信
頼
で
き
る

顔
」と「
威
圧
的
な
顔
」の
成
分
と

は
？　

心
理
学
の
最
先
端
を
走
る

研
究
者
が
、
脳
科
学
、
認
知
科
学
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
を

駆
使
し
て
、
人
間
の
避
け
が
た
い

顔
バ
イ
ア
ス
を
分
析
し
た
決
定

版
。［
認
知
科
学
］【
一
月
中
旬
刊
】

（
四
六
判
416
頁
・
予
三
八
〇
〇
円
）

ツ
は
爆
撃
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

今
に
連
な
る
ア
メ
リ
カ
の
難
民
政

策
の
歴
史
も
よ
く
わ
か
る
。

［
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
・
現
代
史
］

（
四
六
判
・
448
頁
・
四
六
〇
〇
円
）

貧
し
き
人
々
の

む
れ

中
井
久
夫
集
８

2002–2004

統
合
失
調
症
と
ト
ラ
ウ
マ
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イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
と
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
難
民
化
か
ら
七
〇
年
。
完

全
封
鎖
か
ら
十
年
以
上
が
経
つ
ガ

ザ
地
区
は
、「
現
代
の
強
制
収
容

所
」
と
言
わ
れ
る
。

　

移
動
や
物
資
の
制
限
、
日
常
的

に
撃
ち
込
ま
れ
る
ミ
サ
イ
ル
、
繰

り
返
さ
れ
る
大
規
模
な
破
壊
と
集

団
殺
戮
。
そ
こ
で
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
難
民
か
ら
人
間
性
を

も
剥
奪
し
よ
う
と
す
る
暴
力
だ
。

　

占
領
と
戦
う
と
は
、
こ
の
人
間

性
の
破
壊
、
生
き
な
が
ら
の
死
と

戦
う
こ
と
だ
。
人
間
ら
し
く
生
き

る
こ
と
、
そ
れ
が
暴
力
へ
の
根
源

的
な
抵
抗
と
な
る
。

　

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
び
と
だ
っ
た
。

著
者
が
パ
レ
ス
チ
ナ
と
関
わ
っ
て

四
〇
年
、
絶
望
的
な
状
況
で
な
お

人
間
的
に
生
き
る
人
び
と
と
の
出

会
い
を
伝
え
る
。
ガ
ザ
に
地
下
鉄

が
走
る
日
ま
で
、
そ
の
日
が
少
し

で
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
に
私
た
ち

が
す
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
。

（
四
六
判
・
312
頁
・
三
二
〇
〇
円
）

▽
著
者
既
刊
『
ア
ラ
ブ
、
祈
り
と

し
て
の
文
学
』（
三
〇
〇
〇
円
）

第 71 号

「
春
樹
」
か
ら
「
ハ
ル
キ
」
へ

　

日
本
国
内
の
英
語
学
習
者
の

た
め
に
英
訳
さ
れ
た
村
上
春
樹

の
初
期
作
品
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
編
集
者
の
目
に
留
ま
っ
て

い
た
。
そ
し
て
日
本
で
の
『
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
』の
大
ヒ
ッ
ト
。

こ
れ
ら
を
足
が
か
り
に
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
講
談
社
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
は
、『
羊

を
め
ぐ
る
冒
険
』
で
ア
メ
リ
カ

に
打
っ
て
出
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
開
始
さ
れ
る
。

　

日
本
文
学
と
い
う
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
扱
い
で
は
な
く
、
村
上

春
樹
を
ハ
ル
キ
・
ム
ラ
カ
ミ
と

い
う
同
時
代
を
生
き
る
作
家
と

し
て
英
語
圏
に
売
り
込
む
の

で
あ
る
。

　

た
だ
ア
メ
リ
カ
で
日
本
の

文
学
作
品
を
出
版
す
る
に

は
、
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
ら
れ
る

た
め
に
は
本
質
を
生
か
し
た
ま

ま
作
品
を
再
構
成
す
る
大
胆
な

翻
訳
、
翻
案
、
編
集
カ
ッ
ト
が

必
要
だ
。
そ
の
光
景
を
翻
訳
家

や
編
集
者
の
語
り
や
生
き
様
を

通
し
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る

の
が
本
書
の
キ
モ
で
あ
る
。『
ね

じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
で
世

界
的
な
作
家
と
し
て
地
位
を
得

る
ま
で
は
、
山
あ
り
谷
あ
り
。

レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
を

め
ぐ
る
縁
か
ら
、
老
舗
雑
誌
の

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
や
大
手

出
版
社
の
名
物
編
集
者
、
有
力

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
邂
逅
す
る
過

程
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ド
ラ
マ
で

あ
る
。

　

春
樹
が
ハ
ル
キ
に
な
っ
て
い

く
裏
事
情
は
日
本
の
読
者
と
し

て
な
ん
だ
か
誇
ら
し
い
。
村
上

に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
得

た
返
答
を
、
随
所
に
ち
り
ば
め

て
い
る
の
も
フ
ァ
ン
に
は
堪
ら

な
い
。
関
係
者
間
の
記
憶
に
齟

齬
が
あ
る
の
は
、
春
樹
作
品
の

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。

　

エ
ン
タ
メ
的
ス
ピ
ー
ド
感
と

文
学
的
奥
深
さ
を
合
わ
せ
持

ち
、
文
字
表
現
の
妙
、
既
視
感

の
中
に
潜
む
寂
寥
な
ど
、
非
日

本
的
な
と
こ
ろ
が
村
上
作
品
の

重
要
な
魅
力
で
あ
れ
ば
、
英
語

圏
の
読
者
が
村
上
を
発
見
し
て

い
く
様
は
必
然
と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
の
過
程
に
は
多
く
の
人

と
才
能
が
関
わ
っ
て
い
た
。

　

カ
ー
ヴ
ァ
ー
の
短
編
を
捩

（
も
じ
）っ
た
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

よ
う
に
、
ハ
ル
キ
・
ム
ラ
カ
ミ

を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
作
品

を
英
語
圏
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
奔
走
し
た
人
々
を
「
読

む
」
こ
と
で
も
あ
る
。

（
は
っ
と
り
・
ぶ
ん
し
ょ
う　

作
家
・
サ
バ
イ
バ
ル
登
山
家
）

＊
読
売
新
聞
十
一
月
十
一
日

（
日
曜
読
書
面
）
書
評
よ
り
転

載
▽
『H

aruki M
urakam

i

を
読
ん
で
い
る
と
き
に
我
々
が

読
ん
で
い
る
者
た
ち
』（
前
面
下

に
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

書評コラム

www.msz.co.jp ニュースレター（月 2 回配信中） ウェブサイトよりお申し込みください　　
ツイッター www.twitter.com/misuzu_shobo インスタグラム www.instagram.com/misuzu_shobo/（価格は税別です）

〒113-0033  東京都文京区本郷 2-20-7
tel. 03-3814-0131 fax 03-3818-6435

　

子
ど
も
文
庫
と
は
、
子
ど
も
の

た
め
の
私
設
図
書
室
の
こ
と
。
自

ら
も
子
ど
も
文
庫
を
開
い
て
い
た

石
井
桃
子
の
本
を
き
っ
か
け
に
、

六
〇
―
八
〇
年
代
に
女
性
た
ち
の

間
で
爆
発
的
に
広
が
っ
た
。
自
宅

を
開
放
し
た
り
、
公
民
館
の
一
角

に
つ
く
ら
れ
た
文
庫
に
は
近
所
の

子
ど
も
が
押
し
寄
せ
た
。
全
国
に

何
千
も
の
子
ど
も
文
庫
が
誕
生

し
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む

居
場
所
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
文
庫
は
思
い
立
っ
た
ら

自
由
に
始
め
ら
れ
、
届
け
出
る
必

要
が
な
い
た
め
、
全
貌
を
捉
え
る

の
は
難
し
か
っ
た
。
全
国
各
地
の

文
庫
を
訪
ね
て
調
べ
、
子
ど
も
文

庫
の
全
体
像
を
み
せ
る
、
は
じ
め

て
の
本
。［
本
・
図
書
館
］

（
四
六
判
・
344
頁
・
三
〇
〇
〇
円
）

医師の手になる医療ノンフィクション
生を見つめるまなざし

　

ウ
イ
ル
ス
と
は
何
者
な
の
か
。

一
言
で
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
発
見

か
ら
一
〇
〇
年
た
っ
て
も
な
お
、

常
識
を
く
つ
が
え
し
続
け
て
い
る

も
の
た
ち
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
あ
る
ウ
イ
ル
ス
は
、

宿
主
を
献
身
的
に
育
て
上
げ
る
。

幼
い
宿
主
の
食
料
を
確
保
し
、
宿

主
が
寄
生
す
る
生
物
を
抑
え
込

み
、
そ
し
て
そ
の
子
孫
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
。
ま
た
、
宿
主
に

新
た
な
能
力
を
与
え
る
も
の
も
い

る
。
実
際
に
、
光
合
成
能
力
を
獲

得
し
た
「
動
物
」
や
、
気
温
五
〇

℃
の
環
境
で
生
き
延
び
る
耐
熱
植

物
が
存
在
す
る
の
だ
。
ウ
イ
ル
ス

と
は
、
宿
主
と
敵
対
す
る
病
原
体

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

ま
た
、あ
る
ウ
イ
ル
ス
は
「
体
」

が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
も
復
活
す

る
。
３
万
年
も
凍
り
つ
い
て
い
た

ウ
イ
ル
ス
が
、
増
殖
し
は
じ
め
た

例
も
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
生
態
を

眺
め
て
い
る
と
、
単
な
る
物
質
の

よ
う
に
も
、
不
死
身
の
生
物
の
よ

う
に
も
見
え
て
く
る
。

　

そ
の
驚
く
べ
き
生
態
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
共
生
と
敵
対
の
、
生

と
死
の
、
生
物
と
無
生
物
の
境
界

が
曖
昧
に
な
っ
て
い
く
。
近
年
の

ウ
イ
ル
ス
学
が
明
ら
か
に
し
た
新

た
な
ウ
イ
ル
ス
像
が
豊
富
に
紹
介

さ
れ
、
読
む
ほ
ど
に
生
物
学
の
根

幹
に
か
か
わ
る
問
に
導
か
れ
て
い

く
一
冊
。［

生
物
学
・
進
化
・
疫
学
］

（
四
六
判
・
280
頁
・
二
八
〇
〇
円
）

驚くべき生態
山内一也

《ウイルスの意味論　生命の定義を超えた存在》

服部文祥
辛島デイヴィッド

《Haruki Murakami
を読んでいるとき
に我々が読んで

いる者たち》
を読む

　

庄
内
の
ワ
ラ
サ
、
パ
リ
の
オ
ム

レ
ツ
。
マ
ル
フ
ー
ガ
の
揚
げ
も

の
、
ア
サ
リ
二
キ
ロ
の
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
。
蒸
し
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の

ピ
ュ
レ
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
叙

情
。
怪
食
、快
食
、絶
倫
食
。
エ
ル
・

ブ
リ
と
新
ス
ペ
イ
ン
料
理
。
水
の

ご
と
き
酒
…
…
（
目
次
よ
り
）

　

美
味
い
も
の
、
美
味
い
酒
に
は

目
が
な
い
気
鋭
の
映
画
批
評
家

が
、
料
理
本
や
料
理
エ
ッ
セ
イ
を

批
評
的
に
読
む
。
食
の
素
材
、味
、

調
理
法
、
さ
ら
に
は
食
文
化
の
あ

り
方
を
め
ぐ
る
、
驚
き
と
発
見
に

満
ち
た
考
察
。
そ
の
根
底
に
流
れ

る
の
は
、「
料
理
を
作
る
・
食
べ

る
・
も
て
な
す
」
こ
と
に
人
生
を

捧
げ
て
き
た
人
び
と
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
だ
。「
料
理
本
批
評
」
と
い

う
、
か
つ
て
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
。［
料
理
・
食
］【
二
月
刊
】

（
四
六
判
272
頁
・
予
二
七
〇
〇
円
）

岡
真
理《
ガ
ザ
に
地
下
鉄
が
走
る
日

》

「
現
代
の
強
制
収
容
所
」
で
生
き
る
と
は《

食
べ
た
く
な
る
本

》

三
浦
哲
哉

料
理
本
を
批
評
的
に
読
む

三
浦
哲
哉「
原
発
事
故
以
後
の
食
」

／
郷
原
佳
以
「
脱
構
築
は
「
文
学

的
」
テ
ク
ス
ト
読
解
で
あ
る
」
／

五
十
嵐
太
郎
「
保
守
化
す
る
東
京

の
景
観
」
／
武
田
尚
子
「
パ
ジ
ャ

マ
は
い
つ
か
ら
」
／
小
野
寺
拓
也

「
ナ
チ
体
制
下
の
社
会
を
照
ら
し

出
す
新
史
料
？
」ほ
か（
十
月
号
）。

土
屋
健
「
機
能
獲
得
の
進
化
史
」

／
藤
山
直
樹
「
失
う
こ
と
を
め
ぐ

っ
て
―
―
生
い
く
ら
を
食
べ
な
が

ら
」
／
矢
野
久
美
子
「
ア
ー
レ
ン

ト
を
読
む
」
／
松
本
俊
彦
「
生
き

の
び
る
た
め
の
セ
ガ
・
ラ
リ
ー
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」ほ
か（
十

一
月
号
）。
五
十
嵐
太
郎
「
建
築

家
の
東
京
」
ほ
か
（
十
二
月
号
）。

（
各
三
〇
〇
円
）

■「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」特
集
掲
載
の

一
・
二
月
合
併
号
は
二
月
一
日
発
行

ご
注
文
は
切
手
四
一
〇
円（
誌
代
・

送
料
込
）を
、み
す
ず
書
房
営
業
部

「
み
す
ず
」係
へ
お
送
り
下
さ
い（
〒

113-

0033
文
京
区
本
郷
２-

20-

７
）。

来
年
創
立
百
年

唯
一
の
証
言
集

エ
ッ
カ
ー
ト
・
ノ
イ
マ
ン
編

向
井
周
太
郎
・
相
沢
千
加
子
・
山
下
仁
訳

《
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
人
　々

回
想
と
告
白

》

　

第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九

年
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
よ
り
ヴ
ァ
イ

マ
ー
ル
に
開
校
、
デ
ッ
サ
ウ
へ
の

移
転
の
後
、
一
九
三
三
年
に
ナ
チ

ス
に
よ
り
「
退
廃
的
」
と
し
て
閉

校
さ
れ
た
革
新
的
な
造
形
教
育
学

校
〈
バ
ウ
ハ
ウ
ス
〉。
本
書
は
バ

ウ
ハ
ウ
ス
と
い
う
共
同
体
を
体
験

し
た
五
十
四
人
の
追
想
を
収
め
た

唯
一
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

創
立
者
で
あ
る
建
築
家
グ
ロ
ピ

ウ
ス
、
以
後
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
の

基
礎
と
な
る
「
予
備
課
程
」
を
つ

髙
橋
樹
一
郎《
子
ど
も
文
庫
の
100
年

子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
人
び
と

》

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

く
っ
た
イ
ッ
テ
ン
、
熱
意
溢
れ
る

教
育
者
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ル
バ
ー
ス
、

モ
ホ
イ=

ナ
ジ
、
カ
リ
ス
マ
的
な

マ
イ
ス
タ
ー
、
ク
レ
ー
、
カ
ン
デ

ィ
ン
ス
キ
ー
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ

ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
…
。
お
祭
り

や
パ
ー
テ
ィ
、
演
劇
や
バ
ン
ド
活

動
…
超
一
流
の
芸
術
家
を
教
師
陣

に
擁
し
、
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
輩
出
し
た
伝
説
の
学
校
で
目
指

さ
れ
て
い
た
の
が
、
精
神
活
動
に

も
お
よ
ぶ
全
人
教
育
で
あ
っ
た
様

子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
話
か

ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
来
年
は
創
立

百
年
。
日
本
国
内
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
特
別
展
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

［
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
史
］

（
Ａ
５
変
型
416
頁
・
八
二
〇
〇
円
）

バウハウス・バンドの面々

高温の酸性温泉から見つかった
アーキアウイルス（本書で紹介）

死すべき定め
死にゆく人に何ができるか 2800 円

アトゥール・ガワンデ　原井宏明訳

医師は最善を尽くしているか
医療現場の常識を変えた11のエピソード 3200 円

原井宏明訳

◆「ニューヨーカー」誌ライター、Amazon の
新ヘルスケア企業の CEO に就任し、いま注目の
ガワンデの本

予期せぬ瞬間
医療の不完全さは乗り越えられるか 2800 円

古屋美登里・小田嶋由美子訳　石黒達昌監修外科医としていくつもの最

期の決断に立ち会い、父を

看取る家族として決断に迫

られる。医療にできること、

できないこととは。豊かな

終末期とは何かを問いかけ

る。「人生最高の一冊であっ

たと断言しよう」仲野徹（大

阪大学大学院教授）「校正

しながら泣いた」原井宏明

（訳者）佐久間文子・中村

和恵・森岡正博・酒井順子

ほか各氏書評。好評 15 刷。

死を生きた人びと
訪問診療医と355人の患者 2400 円

小堀鷗一郎

355人の看取りに関わった訪問診療医

が語る、さまざまな臨終の記録。8 割が

病院で死亡する現代の日本で、著者の

患者は 7 割が在宅死を選んでいる。池

内紀・岸本葉子ほか各氏書評。好評10
刷。著者を追った NHKドキュメンタ

リー「在宅死“死に際の医療”200日の

記録」日本医学ジャーナリスト協会賞。

ギャヴィン・フランシス　鎌田彷月訳　原井宏明監修

人体の冒険者たち
解剖図に描ききれないからだの話 3200 円

著者はスコットランドの家庭医。小説のようなケースヒス

トリーに古今東西の人体をめぐる逸話を交えた、「読む人

体図鑑」とも呼べる医療エッセイ。各紙誌書評。好評 3 刷。

全
国
を
廻
っ
て
調
べ
た
は
じ
め
て
の
本



（４）パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2018 年（平成 30 年）12 月15日 第 71 号

みすず書房・最近の重版より
スピノザ エチカ抄

佐藤一郎編訳   　 ¥ 3400
死を生きた人びと――訪問診療医と 355 人の患者

小堀鷗一郎   　 ¥ 2400
精神病者の魂への道

G. シュヴィング　小川・船渡川訳 　 ¥ 2600
子どもたちの階級闘争

ブレイディみかこ 　  　 ¥ 2400
戦争文化と愛国心――非戦を考える

海老坂武   　 ¥ 3800
農家が消える――自然資源経済論からの提言

寺西俊一・石田信隆・山下英俊編著 　 ¥ 3500
善意で貧困はなくせるのか？――貧乏人の行動経済学

D.カーラン／J.アペル 清川訳 澤田解説 ¥ 3000
生存する意識――植物状態の患者と対話する

A. オーウェン　柴田裕之訳  　 ¥ 2800
人体の冒険者たち

G.フランシス 鎌田彷月訳 原井宏明監修 ¥3200
写真講義

L. ギッリ　萱野有美訳  　 ¥ 5500

　

年
に
一
度
、
出
版
社
が
共
同
で

品
切
書
を
復
刊
す
る
事
業
「
書
物

復
権
・
共
同
復
刊
」
が
来
年
も
行

わ
れ
ま
す
。
各
社
の
復
刊
候
補
が

出
揃
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
用
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
年
内
に
出
来
上
が
り
ま

す
の
で
、
年
明
け
以
降
、
全
国
の

主
要
書
店
に
て
お
手
に
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
お
近

く
に
書
店
が
無
い
場
合
は
、
弊
社

営
業
部
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

近
々
に
は
紀
伊
國
屋
書
店
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
専
用
の
投
票
フ
ォ
ー

ム
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
。
多
く
の
読
者
の

皆
様
か
ら
の
ご
要
望
が
励
み
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
二
十
三
回
目
と
な
る

共
同
で
の
復
刊
事
業
で
す
が
、
新

た
に
創
元
社
の
参
加
が
決
ま
り
、

今
回
か
ら
「
書
物
復
権
十
一
社
の

会
」と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

精
神
鑑
定
書
を
同
時
代
史
の
一

資
料
と
し
て
残
す
こ
と
は
精
神
鑑

定
医
の
使
命
で
あ
る
―
―

『
日
本
の
精
神
鑑
定
』（
み
す
ず

書
房
、
一
九
七
三
年
）
と
『
現

代
の
精
神
鑑
定
』（
福
島
章
編
著
、

金
子
書
房
、
一
九
九
九
年
）
を
併

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
部
・
第
二
部

と
し
、
新
た
に
編
集
を
加
え
、
一

書
と
し
た
新
版
を
こ
こ
に
刊
行
す

る
。
昭
和
か
ら
平
成
初
期
ま
で
に

起
き
た
事
件
の
実
際
の
精
神
鑑
定

書
お
よ
び
、
担
当
し
た
精
神
科
医

を
中
心
に
書
か
れ
た
解
説
二
五 

組
。時
代
と
人
間
を
あ
ぶ
り
出
す
、

唯
一
無
二
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
裁
判
所
は
じ
め
法
曹
界
、
精

神
医
学
関
係
、
報
道
関
係
、
警
察
、

病
院
ほ
か
関
係
機
関
、
さ
ら
に
図

書
館
・
学
校
必
備
。

［
目
次
］
凡
例
／
第
一
部　

監
修

の
こ
と
ば
／
大
本
教
事
件
／
阿
部

定
事
件
／
電
気
局
長
刺
殺
事
件
／

若
妻
刺
殺
事
件
／
聾
唖
者
の
大
量

殺
人
事
件
／
大
川
周
明
の
精
神
鑑

定
／
俳
優
仁
左
衛
門
殺
し
事
件
／

小
平
事
件
／
帝
銀
事
件
／
金
閣
放

火
事
件
／
メ
ッ
カ
殺
人
事
件
／

「
間
接
自
殺
」
と
し
て
の
強
盗
未

遂
事
件
／
杉
並
の
「
通
り
魔
」
事

件
／
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
刺
傷
事

件
／
愛
妻
焼
殺
事
件
／
横
須
賀
線

爆
破
事
件
／
あ
と
が
き　
　

第
二

部　

ま
え
が
き
／「
連
続
射
殺
魔
」

少
年
事
件
／
妻
子
五
人
殺
人
事
件

／
ピ
ア
ノ
殺
人
事
件
／
日
航
機
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
／
新
宿
西
口
バ

ス
放
火
事
件
／
深
川
の
通
り
魔
事

件
／
悪
魔
祓
い
バ
ラ
バ
ラ
殺
人
事

件
／
47
、
Ｘ
Ｙ
Ｙ
男
性
に
よ
る
反

復
殺
人
事
件
／
女
子
中
学
生
殺
害

事
件
［
精
神
医
学
・
司
法
・
警
察
・

報
道
］【
十
二
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判

1264
頁
・
一
八
〇
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

重要事件25の鑑定書と解説
1936-1994

内村祐之・吉益脩夫監修
福 島 章・中 田 修・小木貞孝編集

《日本の精神鑑定　増補新版》

みすず書房

近刊のお知らせ
2‒4月の刊行予定から

敗 北者たち――第一次世界大戦はなぜ終結し損
ねたのか　R. ゲルヴァルト　小原 淳訳

ケ ースで学ぶ 自閉症スペクトラム障害と性ガ
イダンス　田宮 聡

海を撃つ――福島・広島・ベラルーシにて
　安東量子
シ ュテットル――ポーランド・ユダヤ人の世界
　E. ホフマン　小原雅俊訳
シ ョパンの詩学――ピアノ曲《バラード》とい

う詩の誕生　松尾梨沙
大人から見た子ども
　M. メルロ = ポンティ　滝浦・木田・鯨岡訳
こ れからの微生物学――マイクロバイオータか

ら CRISPR へ　P. コサール　矢倉英隆訳
超 現実主義の 1937 年――福沢一郎『シュール

レアリズム』を読みなおす　伊藤佳之他
ヴィータ　J. ビエウ　桑島 薫他訳

（www.msz.co.jp/book/new/ にもご案内）

「
戦
争
と
平
和
と
い
う
が
、
両
者

は
決
し
て
対
称
的
概
念
で
は
な

い
。
前
者
は
進
行
し
て
ゆ
く
〈
過

程
〉
で
あ
り
、
平
和
は
ゆ
ら
ぎ
を

持
つ
が
〈
状
態
〉
で
あ
る
。
一
般

に
〈
過
程
〉
は
理
解
し
や
す
く
、

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
、
あ
る
い
は
論

理
的
な
語
り
に
な
る
。
こ
れ
に
対

し
て
〈
状
態
〉
は
多
面
的
で
、
名

づ
け
が
た
く
、語
り
に
く
く
、つ
か

み
ど
こ
ろ
が
な
い
」。圧
巻
の
長
編

「
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
考
察
」

を
筆
頭
に
、「
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー
と
青
年
期
危
機
」「
樹
を
み

つ
め
て
」「
絵
画
療
法
と
私
の
今
」

「
老
年
期
認
知
症
へ
の
対
応
と
生

活
支
援
」「
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て

の
断
想
」
な
ど
二
九
編
。［
心
理

学
・
精
神
医
学
］【
一
月
上
旬
刊
】

（
四
六
判
360
頁
・
予
三
六
〇
〇
円
）

中
井
久
夫
集
９

最
相
葉
月
解
説《
日
本
社
会
に
お
け
る

外
傷
性
ス
ト
レ
ス2005‒2007

》

「
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
考
察
」な
ど
29
編

Ｊ
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

北
村
婦
美
訳

《
他
者
の
影　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

戦
争
は
な
ぜ
終
わ
ら
な
い
の
か

》

精
神
分
析
と
女
性
論

古
典
的
大
著
、
全
２
巻
完
結

　

フ
ロ
イ
ト
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
論
に
も
見
ら
れ
る

と
お
り
、
草
創
期
の
精
神
分
析
で

は
、
男
性
を
主
体
（
＝
能
動
）
と

し
、
女
性
を
客
体
（
＝
受
動
）
と

す
る
構
図
で
理
論
が
積
み
上
げ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に

女
性
を
と
り
ま
く
環
境
と
女
性
の

あ
り
方
が
変
化
し
、
フ
ロ
イ
ト
の

女
性
論
は
今
日
ま
で
多
く
の
対
立

を
生
ん
で
き
た
。

　

著
者
は
フ
ロ
イ
ト
の
女
性
論

と
、
そ
の
一
者
心
理
学
的
な
問
題

構
造
を
あ
ぶ
り
出
す
と
と
も
に
、

そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
思
想
の
批
判
的
言
説
を
再
検
討

し
、
対
立
を
乗
り
越
え
る
共
通
の

基
盤
を
切
り
開
く
。
精
神
分
析
に

お
け
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
戦
争
」

の
終
結
へ
の
序
章
と
な
る
重
要

書
。［
精
神
分
析
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
］

（
四
六
判
・
272
頁
・
四
五
〇
〇
円
）

　

い
つ
か
ら
人
間
は「
脳
」や「
神

経
」
に
注
目
し
、
自
分
の
思
考
や

行
動
を
支
配
す
る
も
の
が
「
脳
」

に
座
を
占
め
、「
神
経
」
が
そ
の

働
き
を
伝
え
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
こ
の
課
題
に
挑

み
、
古
代
か
ら
十
九
世
紀
末
ま
で

の
膨
大
な
学
説
を
纏
め
た
古
典
的

大
著
を
公
刊
。
医
学
史
・
科
学
史
・

哲
学
史
研
究
者
の
座
右
に
置
く
べ

き
、
フ
ラ
ン
ス
の
碩
学
が
遺
し
た

伝
説
の
書
で
あ
る
。
本
巻
は
、
十

一
世
紀
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
・

ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
か
ら
デ
カ
ル
ト
、

カ
ン
ト
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学

派
を
へ
て
脳
局
在
を
発
見
し
た
フ

リ
ッ
チ
ュ
と
ヒ
ッ
ツ
ィ
ヒ
ま
で
。

全
２
巻
完
結
。［
医
学
・
科
学
史
］

（
Ａ
５
判
464
頁
・
二
〇
〇
〇
〇
円
）

▽
既
刊『
古
代
篇
』二
〇
〇
〇
〇
円

ヒ
ュ
ー
・
ス
モ
ー
ル

田
中
京
子
訳　

川
島
み
ど
り
解
説《
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

神
話
と
真
実　
新
版

》

〈
神
話
〉
を
揺
さ
ぶ
る
、
新
た
な
結
論

「
ク
リ
ミ
ア
の
ラ
ン
プ
を
持
っ
た

天
使
」
と
し
て
名
を
馳
せ
た
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
。
一
万
六
千
人
の
兵

士
の
死
の
責
任
を
追
及
す
る
王
立

委
員
会
の
閉
会
直
後
、
彼
女
は
謎

の
虚
脱
状
態
に
陥
り
、
看
護
の
現

場
に
も
背
を
向
け
た
。
彼
女
を
押

し
潰
し
た
思
わ
ざ
る
過
誤
と
は
。

失
敗
を
個
人
の
も
の
と
せ
ず
法
則

化
し
て
公
衆
と
後
世
の
人
々
と
共

有
す
る
た
め
に
選
ん
だ
道
と
は
。

　

新
た
に
公
開
さ
れ
た
書
簡
や
議

会
記
録
か
ら
、
初
版
で
謎
に
終
わ

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
納
得
の
ゆ
く

結
論
を
得
た
改
訂
版
よ
り
、
結
部

の
加
筆
を
生
か
し
た
待
望
の
新

版
。［
看
護
・
公
衆
衛
生
・
英
国
史
］

（
四
六
判
・
328
頁
・
三
六
〇
〇
円
）

われわれ自身のなかのヒトラー
ピカート『沈黙の世界』の著者が、第
2次大戦の直後に出版。ヒトラーを
支持した人間像。佐野利勝訳 ¥3400

イスラム報道［増補版］
ニュースはいかにつくられるか

サイード　あご髭のムスリム＝テロ
リストという表象。新たなるメディ
ア論の古典。浅井・佐藤・岡訳 ¥4000

戦中と戦後の間
1936-1957

丸山真男「政治学における国家の概
念」から「ノーマンを悼む」まで全
61 篇。思想史家からの応答。¥6000

科学革命における本質的緊張
クーン　「パラダイム」概念を提唱
した著者による科学史・科学哲学論
集、全 14 篇。安孫子・佐野訳 ¥6300

ベトナムの泥沼から
ハルバースタム　ピューリッツア受
賞作、ジャーナリズムの古典。新解
説（藤本博）を付す。泉・林訳 ¥4200

新装復刊

ジ
ュ
ー
ル
・
ス
ー
リ
ィ

萬
年
甫
・
新
谷
昌
宏
訳《
中
枢
神
経
系
構
造
と
機
能
理
論
と

学
説
の
批
判
的
歴
史

中
世
・
近
代
篇

》

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

『「
蓋
然
性
」
の
探
求
』
南
條
郁
子

訳
が
、
日
本
翻
訳
家
協
会
の
主
宰

す
る
第
55
回
日
本
翻
訳
文
化
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。（
六
三
〇
〇
円
）

　

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン『
哲

学
と
は
な
に
か
』上
村
忠
男
訳
が
、

イ
タ
リ
ア
語
著
作
の
優
れ
た
日
本

語
へ
の
翻
訳
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

第
3
回
須
賀
敦
子
翻
訳
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。　
　
（
四
〇
〇
〇
円
）

受
賞
図
書
の
お
知
ら
せ

12 月

　

毎
年
こ
の
時
期
に
作
成
す
る
小

社
の
総
合
図
書
目
録
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
本
年
十
一
月
ま
で
に

刊
行
し
た
最
新
刊
、
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
、
著
作
集
や
シ
リ
ー
ズ
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
版
、
最
近
の
復
刊
、
電

子
書
籍
、
在
庫
僅
少
本
ま
で
、
た

だ
い
ま
出
庫
可
能
な
千
点
余
を
ジ

ャ
ン
ル
別
に
ご
紹
介
。
本
紙
添
付

の
ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
み
す
ず
美
術
カ
レ
ン
ダ
ー
2019
の

ご
注
文
は
お
早
め
に　

特
集
「
ム

ン
ク
の
光
彩
」
で
す
。
一
部
六
二

〇
円
と
送
料
手
数
料
の
計
七
〇
〇

円
を
切
手
に
て
、
み
す
ず
書
房
営

業
部
カ
レ
ン
ダ
ー
係
（
〒
113-

0033

文
京
区
本
郷
２-

20-

７
）
ま
で
。

図
書
目
録

2019
出
来

2 月


